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「多くの人の笑顔のために」
■ 重症心身障がい、難病、長寿医療を柱とし、地域に密着した専門医療を提供します。

■ 社会的なアプローチを組み入れ、患者中心の心あたたまる医療を実施します。

■ 臨床研究、教育研修、安全管理をとおして、常により質の高い医療を追求します。

■ 公益性を確保し、公立的で自立した病院経営を推進します。
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外 来 担 当 医 表 （平成27年9月1日現在）

独立行政法人 
福井県あわら市北潟238-1　TEL.0776-79-1211（代表） ＦＡＸ.0776-79-1249
〈地域医療連携室〉TEL.79-1212内線（785） ＦＡＸ.0776-79-1261
ＵＲＬ http://www.awara-hosp.jp/

【診療科】 内科、小児科、外科、皮膚科、血液･腫瘍内科、リウマチ科、神経内科
 老年内科、循環器科、整形外科、眼科、リハビリテーション科
【病床数】 172床
【 教 育 】 日本内科学会認定教育関連施設、日本血液学会、日本リウマチ学会認定施設

交通のご案内

えちぜん鉄道「あわら湯のまち」駅より（5ｋｍ）
　①京福バス（北潟花菖蒲園行き、あわら病院前下車）
　②乗合タクシー（デマンド交通）［事前予約が必要］

ＪＲ北陸本線芦原温泉駅より（10ｋｍ）
　①京福バス（あわら湯の町駅で乗換）
　②乗合タクシー（デマンド交通）［事前予約が必要］

※出発時間は、受付に備え付けの時刻表、
　またはホームページ（交通案内）をご覧ください。

● 受付時間８：３０～１１：３０　● 黄色枠は予約制　● ＊印は午後診察　● 休診日／土･日・祝日・年末年始
※皮膚科の診察は、火曜日・金曜日の午前中（９：００～１１：００）です。
※神経内科の診察は、第1・3・5水曜日（8：3０～１1：3０）です。 ※専門内科の午後診察は、１４：００～１６：００です。
※禁煙外来の診察は、月曜日（８：３０～１１：３０）・火曜日（１０：００～１２：３０）です。
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7月1日から「訪問看護ステーション アイリス」を開設しました。
さわやかな水浅葱色のシャツと笑顔で、皆さんのお宅へお伺いいたします。

よろしくお願い申し上げます。

「訪問看護ステーション アイリス」の開設

　昭和49年・50年と、当時「北潟臨湖園」に重症心身障害児（者）病棟ができ、今年で40年になります。
月日が流れるのは早いもので、たくさんの人との別れがあり出会いがありました。
　2015年9月9日は、「未来への懸け橋～40年の思いをのせて～」をテーマとし、病院と保護者会と協
同して、40周年を盛大にお祝いする計画があります。3人組で活動している
兄弟バンドの一途（いちず）さんのライブをはじめ、夜には花火大会が行われ
ます。笑いあり、涙ありの一日になりそうです。
　たくさんの人の協力と笑顔があって、支えられてきた40年の感謝の気持ち
を込めて－。ありがとうございます。そして、これからもよろしくお願いします。

療育指導室便り療育指導室便り 児童指導員    東　優美



　当院は、これまでより重症心身障がい児（者）・難病医
療においては、短期入所やレスパイト入院での地域医療
連携、および訪問診療・看護を通し在宅医療を推進して
まいりました。その中で、外来での訪問看護は医療保険
対象の方に限定され、介護保険ご利用の方の需要にはお
応えできない状況に留まっていました。
　そこで、この度平成27年7月1日に訪問看護ステーショ

ン「アイリス」を開設いたしまし
た。今後は、新たな体制により、
幅広い地域住民の皆さんに訪問
看護・介護予防訪問看護を提供
させていただける事となりまし
た。住み慣れた地域とご家庭で、

自分らしく望まれる日々を過ごしていただけるよう、また、
介護されるご家族の皆さんにも安心してご利用いただけ
るように努めてまいります。「アイリス」の母体であるあわ
ら病院は、在宅療養支援病院の役割を担っております。
利用者さんが、在宅で過ごしながら状態が悪くなられた
時には、いつでも当院の外来受診や入院治療を受けてい
ただけます。速やかな診察と治療は、日頃の安心感ととも
に、再び在宅生活に戻る可能性を広げることにもつなが
るのではないかと考えています。
　訪問看護ステーション「アイリス」は、あわら病院同様、
選んでくださる患者さん、ご家族お一人ひとりの笑顔に結
びつく安心で丁寧な医療の提供を目指してまいります。
　どうぞ宜しくお願いいたします。
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　薬剤科では、患者さんが安
心して積極的に治療に参加
できるよう、ベッドサイドで
効能・効果、使用方法、副作
用などの薬剤の説明を行った
り、副作用のチェックあるい
は患者さんからの薬剤に関
する相談に応じています。
　また、入院時の持参薬を
確認して入院中処方される

薬剤との飲み合わせチェックや医療スタッフへの情報提
供、ハイリスク薬を服用されている患者さんに対する副作
用や飲み合わせチェックの強化などを通し、医師の処方
設計を支援しています。
　医薬品の中でも、特に安全管理が必要な医薬品をハイ
リスク薬と呼んでいます。具体的には、抗悪性腫瘍剤、免
疫抑制剤、不整脈用剤、抗てんかん剤、血液凝固阻止剤、
ジギタリス製剤、テオフィリン製剤、注射剤のカリウム製
剤、精神神経用剤、糖尿病用剤、膵臓ホルモン剤、抗HIV

薬といったものが該当します。これらの薬剤は、使い方を
誤ると患者さんに重大な副作用をもたらす危険性があり
ます。ハイリスク薬がこれから処方される患者さんに対し
ては、投与前にリスクを伴っていることをきちんと知っても
らうことが必要です。また、ハイリスク薬が処方されてい
る患者さんに対しては、病態および服薬状況を把握した
上で、副作用の早期発見や重篤化防止のための継続的な
服薬指導や薬学的管理を行うことが重要です。
　薬剤師は、患者さんとの面談や診療情報を通して、薬
剤の効果、副作用の症状、服薬手順、保管方法、残薬の取
り扱い、自己判断による服薬や管理の危険性等に注意を
払い、薬学的管理指導に取り組んでいます。これからも
医療チームの一員として、医師、看護師、その他の医療ス
タッフと良好なコミュニケー
ションを図り、患者さんを薬
剤のハイリスクから守るよう
に努めてまいりますので、ご
理解・ご協力をよろしくお願
いいたします。

薬剤師の病棟業務 ～ハイリスク薬の薬剤管理指導について～

訪問看護ステーション「アイリス」開設のご紹介

地域医療連携施設のご紹介
あわら病院と連携している医療機関等をご紹介します

藤田医院

訪問看護ステーション アイリス 管理者     堀野 千津子
臨床検査技師　矢村 明美

重心動揺検査ってご存じですか？

薬剤科長
坂本 泰一

めまい・ふらつき・平衡障害の評価判定を目的に参考検査が行われます。
☆末梢前庭系の疾患 …………… メニエール病・めまいを伴う突発性難聴など
☆中枢性疾患 …………………… 脊髄小脳変性症・小脳梗塞・脊椎管狭窄症・パーキンソン病など
☆その他平衡障害を有する疾患… 高・低血圧症・起立性低血圧症などの血圧異常・自律神経失調・心因性めまい・

糖尿病など

重心動揺検査はとっても簡単！
 洋服を着たまま検査台の上に静かに立って

 目を開けて1分
 ↓

 目を閉じて1分
 ↓

 マットの上で目を開けて1分
 ↓

 マットの上で目を閉じて1分

 準備時間を含め、10分程度で終わります。

めまい・ふらつきを感じておられる方は、「重心動揺検査」を受けてみませんか？
「重心動揺検査」については、あわら病院外来にご相談ください。

　日頃あわら病院の皆様には、入院患者さんの依頼等で大変お世
話になっています。
　また、近年はCT・ＭＲＩや循環器系検査の委託が出来、患者さん
に近くの病院で早く精密検査が受けてもらえるようになりありがたい
ことです。
　さて、この欄で当院を紹介させて頂くのは４年振り２回目です。私が
当院を継承して33年になります。昨年より当院には２つの変化があり
ました。１番目は昨年2月私の甥の上谷医師が独立し、西岡医院を継
承したことです。循環器内科を中心にして温泉地域の医療に彼が貢
献する事を願っています。２番目は本年６月より近くに調剤薬局が出
来、院外処方を主にする事としました。患者さんに服薬指導や薬剤情
報を的確に伝えてもらい、また地域の方にも役立つ施設になる事を
期待しています。今後次世代へのバトンタッチも考慮しながら、地域医
療や在宅医療への役割を当院が果たしていければと思っています。
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藤田医院
〒910-4137 福井県あわら市中番12-1  TEL（0776）78-7133
診療科目　内科、消化器内科、小児科

実際の検査の様子
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藤田医院
〒910-4137 福井県あわら市中番12-1  TEL（0776）78-7133
診療科目　内科、消化器内科、小児科

実際の検査の様子



Awara News
平成27年9月1日発行

「多くの人の笑顔のために」
■ 重症心身障がい、難病、長寿医療を柱とし、地域に密着した専門医療を提供します。

■ 社会的なアプローチを組み入れ、患者中心の心あたたまる医療を実施します。

■ 臨床研究、教育研修、安全管理をとおして、常により質の高い医療を追求します。

■ 公益性を確保し、公立的で自立した病院経営を推進します。

Awara News

外 来 担 当 医 表 （平成27年9月1日現在）

独立行政法人 
福井県あわら市北潟238-1　TEL.0776-79-1211（代表） ＦＡＸ.0776-79-1249
〈地域医療連携室〉TEL.79-1212内線（785） ＦＡＸ.0776-79-1261
ＵＲＬ http://www.awara-hosp.jp/

【診療科】 内科、小児科、外科、皮膚科、血液･腫瘍内科、リウマチ科、神経内科
 老年内科、循環器科、整形外科、眼科、リハビリテーション科
【病床数】 172床
【 教 育 】 日本内科学会認定教育関連施設、日本血液学会、日本リウマチ学会認定施設

交通のご案内

えちぜん鉄道「あわら湯のまち」駅より（5ｋｍ）
　①京福バス（北潟花菖蒲園行き、あわら病院前下車）
　②乗合タクシー（デマンド交通）［事前予約が必要］

ＪＲ北陸本線芦原温泉駅より（10ｋｍ）
　①京福バス（あわら湯の町駅で乗換）
　②乗合タクシー（デマンド交通）［事前予約が必要］

※出発時間は、受付に備え付けの時刻表、
　またはホームページ（交通案内）をご覧ください。

● 受付時間８：３０～１１：３０　● 黄色枠は予約制　● ＊印は午後診察　● 休診日／土･日・祝日・年末年始
※皮膚科の診察は、火曜日・金曜日の午前中（９：００～１１：００）です。
※神経内科の診察は、第1・3・5水曜日（8：3０～１1：3０）です。 ※専門内科の午後診察は、１４：００～１６：００です。
※禁煙外来の診察は、月曜日（８：３０～１１：３０）・火曜日（１０：００～１２：３０）です。
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7月1日から「訪問看護ステーション アイリス」を開設しました。
さわやかな水浅葱色のシャツと笑顔で、皆さんのお宅へお伺いいたします。

よろしくお願い申し上げます。

「訪問看護ステーション アイリス」の開設

　昭和49年・50年と、当時「北潟臨湖園」に重症心身障害児（者）病棟ができ、今年で40年になります。
月日が流れるのは早いもので、たくさんの人との別れがあり出会いがありました。
　2015年9月9日は、「未来への懸け橋～40年の思いをのせて～」をテーマとし、病院と保護者会と協
同して、40周年を盛大にお祝いする計画があります。3人組で活動している
兄弟バンドの一途（いちず）さんのライブをはじめ、夜には花火大会が行われ
ます。笑いあり、涙ありの一日になりそうです。
　たくさんの人の協力と笑顔があって、支えられてきた40年の感謝の気持ち
を込めて－。ありがとうございます。そして、これからもよろしくお願いします。

療育指導室便り療育指導室便り 児童指導員    東　優美
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